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１　最近農村では台所改善か盛 に行われ，その結果，

従来 のいろ りは， こたつ，ストーブ等それぞれの立場に

応じて， より合理的 なものへと変 りつつある。 この改善

普及 に対する技術的基礎資 料を与え るために， まず現在

のいろ りの実態（主 として環境学的，熱工学的立場）を

把むことを計画した。

２　いろ りの持 っている機能の中，暖房効果（主 とし

て室温）を 測定 した。ただ実際 の農家での測定は色々の

制約かおるために，この目的本来 の実験計画を立 てるこ

とがで きなか った。幸い,最近数年間に,各種の総合研究

の一部 として，冬季 における農家 の室内環境測定を行 っ

て来 たので，その総

ついて整理した。

２　少数例からり 股的結論は出せないか，いろ り採暖

について次の点をある程度明か にするこ とができた。

台所でいろ りを焚いた場合，そ の他の部 屋に与える影･

響（部屋別潟ぽ の時間的変|化，部屋別平均温度 の相互関

係）台所内での垂直お よび水平温 度分布，いろ りの上 に

天井をあげ た場合 と，あげ ない場合の相違，改良いろ り

との比較。


